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希望を残して



　「このHopeの字は、高山樗牛(ちょぎゅう)の直筆なんですよ」と、ひらつか文化財ガイドボランティア協会の芝崎泰章さんが説明します。

　欧州留学を目前に、結核に倒れた明治の文学者・高山樗牛。当時有数の結核専門療養所・杏雲堂（きょううんどう）平塚病院に入院し、病室にジョージ・フレデリック・ワッツの絵「Hope（希望）」の複製を飾っていました。

　額縁に書き入れた「Hope」の字を心の支えにしていたのでしょうか。明治35（1902）年12月24日、欧州への思いを抱いたまま、32歳の若さで不帰の人となりました。
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　「文は是（これ）に至りて畢竟（ひっきょう）人也（なり）、命也、人生也」。

　文章には書き手の人間性や生きる姿勢、人生が如実に現れるという、高山樗牛（ちょぎゅう）の言葉です。

　平塚は多くの文学者が訪れ、また、移り住んだまちです。ゆかりの場所には文学碑が建てられています。碑に刻まれた一文に文学者の人生を思い、散策してみてはいかがでしょうか。




文学碑を残した人

　「平塚市も、戦災後すでに十年が経過したから、すこしはおしゃれのことを考えてもよいのではないか。（中略）ところどころに、史跡や名勝の標柱や説明板を配置することが、都市美を形成する上の必須条件である」と、たびたび語ったという戸川貞雄。昭和30（1955）年から2期8年、平塚市長を務めました。

　戸川自身、大正10（1921）年に『蠢（うごめく）』で文壇に登場した作家です。数々の文化事業を展開して「高山樗牛ホープの碑」「村井弦斎文学碑」など、多くの文学碑を建てました。戸川が残した碑には「文人市長」としての思いが込められています。
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[image: 平塚で暮らした作家たち]


結核療養の地・平塚


　堀辰雄の『風立ちぬ』などに代表される、サナトリウム（療養所）を舞台にした文学。悲劇的な物語が示すように、当時、結核は不治の病でした。

　明治29（1896）年に、現在の袖ケ浜周辺に建てられた結核専門の療養所・杏雲堂（きょううんどう）平塚病院。『杏雲堂病院百年史』によると、空気や地下水、地質などが結核療養に適しているとして、平塚が選ばれました。

　肺結核で入院した高山樗牛は、一説では袖ケ浜の地名の由来になったとも言われる『わがそでの記』で「われ病にかかりて、ここにまことの人生を見そめき」と心境を語っています。

　有島武郎は妻の安子を杏雲堂平塚病院に入院させました。代表作の『或(あ)る女』では、樗牛を「当時病天才の名を擅（ほしいま）まにした」と評しています。また大正6（1917）年の『平凡人の手紙』では、武郎が安子のために、村井弦斎の家に食事療法を教わりに行く一節が登場しています。

　現在、高山樗牛ホープの碑と有島武郎夫妻の記念標柱が、高浜公園（前地図①）に並んで置かれています。


高山樗牛（たかやまちょぎゅう）　前地図①②
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写真提供：鶴岡市教育委員会



　明治4（1871）年、現在の山形県鶴岡市に生まれる。明治27（1894）年、読売新聞の懸賞小説に『滝口入道』が入選。上田敏らと『帝国文学』の編集委員を務める。明治33（1900）年、結核の診断を受け大磯などで療養。杏雲堂平塚病院に入院中の明治35（1902）年没。




有島武郎（ありしまたけお）　前地図①
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写真提供：ニセコ町有島記念館



　明治11（1878）年、現在の東京都文京区に生まれる。明治42（1909）年、神尾安子と結婚。安子は杏雲堂平塚病院で逝去。明治43（1910）年、武者小路実篤（むしゃのこうじさねあつ）や志賀直哉らと雑誌『白樺』に参加し、白樺派と呼ばれる。大正6（1917）年『カインの末裔（まつえい）』を発表。大正12（1923）年没。




今に伝わる食の大切さ

広大な敷地に暮らす

　平塚駅南口のほど近くに、松に囲まれた一角があります。村井弦斎の邸宅跡につくられた村井弦斎公園（前地図③）です。この公園では毎年秋に村井弦斎まつりが開かれ、弦斎の人物像や功績が伝え続けられています。

　弦斎が明治36年に報知新聞に連載した小説『食道楽』は、30版10万部のベストセラーでした。「メタボ」な大原満と料理上手なお登和の結婚を巡る騒動に、料理のレシピが数多く織り交ぜられるという、奇抜な構成の物語です。日露戦争より前に書かれたこの話には、フォアグラやトリュフ、ワッフル、タピオカなどが登場しています。

　『食道楽』で多額の印税を手にした弦斎は、現在の八重咲町周辺に1万6400坪の土地を買い入れ、邸宅を構えます。市博物館の発行する『時代の先駆者　よみがえる村井弦斎』によると、広大な敷地内でアスパラガスやアーティチョーク、黄スイカなど、当時珍しい西洋野菜や果物を栽培していたといいます。




大ベストセラー作家

　弦斎まつりに関わる村井弦斎の会の鳥海義晃さんは「当時は嫁入り道具の一つとして、食道楽を持つのが流行したそうですよ」と、語ります。

　その流行ぶりは、ほかの作家の作品からもうかがい知れます。文豪・夏目漱石の『琴のそら音』では、面白い本を読んで笑い出した人に対して「何だい小説か、食道楽ぢやねえか」と、話す場面が登場しています。歌人の伊藤左千夫は『茶の湯の手帳』で「家庭料理と云（い）ひ食道楽と云ひ、随分流行を極めて居るらしいが」と述べ、評論家の内田魯庵（ろあん）は『魯庵随筆気紛（まぐ）れ日記』の「よく売れた小説と文士の収入及び生活」で、日本でよく売れた本として食道楽を挙げています。
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村井弦斎公園で『食道楽冬の巻』を読む鳥海さん





グルメ小説にあらず

　『食道楽』の内容は、単なるレシピ本やグルメ本の域に留まりません。食材の栄養学的効能や伝統料理の歴史的背景、食材の見分け方、衛生学など、食生活のありとあらゆる事柄に言及しています。

　弦斎は、海外向けに発行した小説『HANA A DAUGHTER OF JAPAN』の著者略歴で『食道楽』を「Plesures of Housekeeping（家事の楽しみ）」と訳しています。弦斎が伝えたかったのは、豪華な料理やレシピといった枝葉の部分ではなく、家事全般の大切さだったことが推測できます。




今に続く弦斎の教え

　「弦斎は病気を治す疾医（しつい）より、食事で病気を予防する食医（しょくい）をつくるべきだと書いています。バランスの取れた食事を家庭で作ることの重要性を説いているんですよ」と解説
する鳥海さん。「外食や出来合いのおそうざいが多い現代は、食事を作る習慣が薄れつつあるのではないでしょうか」と憂慮します。

　「弦斎は食習慣やカロリーについても指摘していて、現代に通じる内容もたくさんあります。彼が語りたかったことを、これからも伝えていきたいと思っています」


村井弦斎（むらいげんさい）　前地図③
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写真提供：神奈川県立近代文学館



　文久3（1863）年、現在の愛知県豊橋市に生まれる。明治36（1903）年、報知新聞に『食道楽』を連載。明治37（1904）年、平塚に移り住み、広大な敷地で食道楽を実践するような生活を送る。明治39（1906）年、雑誌『婦人世界』の編集顧問となる。昭和2（1927）年没。





静かな平塚暮らし


　中勘助の小説『銀の匙（さじ）』を3年間掛けて読ませるという、名門校の元教師のユニークな授業。その内容を記した新書が今年大きな脚光を浴びたことを、記憶している方も多いのではないでしょうか。

　平塚に居を構えた勘助。昭和7（1932）年に発行された『しづかな流（ながれ）』は、平塚でのつれづれの記に、詩や短歌を織り交ぜた一編です。文中には、十数年ぶりに『銀の匙』の文章に手を入れた、という一節も登場しています。

　平成15年に文化財団（現在の文化スポーツまちづくり振興財団）が開いた講座「平塚文化塾」で、中勘助と『しづかな流』を市民が研究しました。当時の担当者の飯尾紀彦さんは「この本からは、勘助の暮らした大正末期から昭和初期の平塚の様子が感じられます」と、魅力を語ります。海岸の地引き網、松林に生えたキノコのショウロ、遠くに望む箱根や伊豆の山々など、さまざまな平塚の場面がいきいきと描写されています。

　飯尾さんは「読んでいると、何気ない平塚の風景も違って見えてきます」と微笑みます。「動植物を優しい目で見つめた勘助。彼が残してくれた多くの素晴らしい詩や歌は、平塚の財産ですね」。
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勘助も歩いた海岸を歩く飯尾さん






中勘助（なかかんすけ）
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写真提供：静岡市



　明治18（1885）年、現在の東京都千代田区に生まれる。大正2（1913）年、恩師夏目漱石の推薦で東京朝日新聞に小説『銀の匙』を連載する。大正13（1924）年から約8年、現在の龍城ケ丘付近に住む。昭和7（1932）年、平塚の日々を書いた『しづかな流』を発行。昭和40（1965）年没。






河井酔茗(かわいすいめい)　前地図④
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　詩人。明治7（1874）年、現在の大阪府堺市に生まれる。明治38（1905）年、詩集『塔影』を出版。大正11（1922）年、現在の太洋中学校付近に移り住み大正14（1925）年まで過ごす。昭和40（1965）年没。須賀公園（前地図④）の碑に「平塚は新しい町だ」という一節が刻まれている。








[image: 名ガイドがご案内]


平塚の魅力を伝える

　市の歴史や文化財などの魅力を伝える、ひらつか文化財ガイドボランティア協会。文化資源を巡るガイドツアーを、ほぼ毎月開催しています。

　同協会の薬丸薫会長は「市の歴史や文化資源を皆さんに知ってもらうほか、健康ウオークも兼ねているんですよ」とガイドツアーの狙いを話します。参加者が無理なく楽しめるよう、4キロメートルを3時間程度かけて歩けるようにコースを設定しています。

　ガイドボランティアは、ガイドツアーの本番までに試し歩きをします。3回程度現地を歩き、道順や説明時間などを確認します。分かりやすく楽しい解説ができるように、実際に資料を使いながら模擬解説をし、お互いに意見を出し合います。

　本番当日は、資料・マイク・協会の旗・班の旗・ジャンパー・腕章・名札といった『ガイドボランティアの七つ道具』を携えてツアーに臨みます。参加者に配る説明資料は手作りで、地図や写真を交えるなど見やすく工夫されています。

　薬丸会長は「これまでの8年間で作成したガイドコースは22に及びます。市内の文化財はくまなく網羅しました」と、胸を張ります。ある会員は「昔作成したコースでも、勉強を重ねるうちに解説は変わっていきます。だから、ガイドツアーは回を重ねるごとに内容が濃くなっていくんですよ」と話します。「一度参加して終わりというのではなく、何度も参加していただくと、また新たな発見ができると思います」。
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薬丸薫会長






[image: ガイドツアー1]



本番前の試し歩きで解説内容などを確認






[image: ガイドツアー2]



ガイドツアーは入念な準備があってこそ









新規開拓で充実を図る

　この会の始まりは、平成13～15年に市教育委員会が開いた文化財解説ボランティア養成講座です。講座の参加者が平成16年10月に会を発足させ、半年の準備期間を経て、平成17年4月から本格的に活動を開始しました。現在の会員数は22人。60～70歳代が中心ですが、学生や現役世代の会員も活躍しています。

　「新しいコースを開拓していくために、今回『新ガイドコース作成部会』を立ち上げました」と、ツアーコースの充実へ意欲を見せる薬丸会長。12月16日（日）に実施する平塚文学・芸術散歩（詳細は次コーナー「ご当地ソング作詞する」）は、この部会が作成したコースを歩く初めての機会です。また、文学や芸術にテーマを絞った解説をするのも初めての試みです。

　「平塚にゆかりのある文人は結構いるんです。泉鏡花が題材に取り上げた真土事件の碑や、歌舞伎の題材となったお初の墓など、紹介したいスポットがまだたくさんあります」と薬丸会長。市内には文学者の碑やゆかりの場所が点在していますが、歩いて無理なく回れるよう、今回は駅の南側周辺に絞り込んでコースを作成しました。

　個人で回るよりも、解説を聞きながら歩く方が知識が深まること間違いなし。皆さんもガイドツアーに参加してみませんか。






◆ガイドボランティア募集中

　「文化財」と聞くと難しい印象を受けるかもしれませんが、特別な知識は不要です。誰でも気軽に参加を。お問い合わせは社会教育課　電話：0463-35-8124へ。



[image: レコード]ご当地ソング作詞する[image: レコード]


　『からたちの花』など、今でも親しまれている作品を生んだ詩人・北原白秋。明治37（1904）年に上京した白秋は、長編詩『林下の黙想』を河井酔茗に激賞されます。昭和4（1929）年、有志に招かれ平塚に滞在し『平塚音頭』と『平塚小唄』を作詞したといいます。

　湘南平塚白秋の会の古賀信也さんは、白秋と同じ福岡県柳川市の出身です。「平塚小唄の歌詞を見ると、昔の平塚の情景が想像できます」と、目を細めます。平塚小唄には、遠浅だった平塚海岸や桃栽培の様子などが描かれています。「作詞された昭和4年は、平塚町と須馬町が合併した年にあたります。これは新しい平塚町の『観光ＰＲソング』だったと言えるのかもしれませんね」と、古賀さんは推測します。

　白秋の書いた数少ない小説『よぼよぼ順礼』でも平塚が登場しています。「金目の観世音は花水川の清らかな流れの向うにあつた」など当時の情景が描写されています。

　現在、追分の平塚共済病院内に、白秋の詩碑が建っています。



[image: 古賀信也さん]



平塚小唄のレコードを持つ古賀さん





北原白秋（きたはらはくしゅう）


[image: 北原白秋]



写真提供：小田原市立図書館



　明治18（1885）年、現在の福岡県柳川市に生まれる。明治42（1909）年に詩集『邪宗門』発表。昭和17（1942）年没。





[image: 北原白秋詩碑マップ]



参加者募集　ガイドと巡る平塚の文化資源　平塚文学・芸術散歩コース


　平塚駅南側の、文学者や芸術家にゆかりのある場所を歩きます。村井弦斎公園、高山樗牛文学碑、杏雲堂跡、河井酔茗文学碑など、ガイドボランティアの解説を聞いて、知識を深めてみませんか。

　12月16日（日）午前9時30分～午後0時30分。4.4キロメートル。荒天中止。ＪＡ平塚ビル前集合（八重咲町3-8）。300円。中学生以下は無料。

募：はがきで、コース名と全員の住所・氏名を、12月9日（日）までに、〒254-0051豊原町2-21社会教育課　電話：0463-35-8124へ。




湘南ベルマーレJ1昇格

　湘南ベルマーレが3年ぶりにJ1昇格を決めました。開幕9試合を負け知らずの好スタートで上位に。11月11日の最終戦町田ゼルビア戦に3ー0で勝ち、自動昇格が決定。来季の活躍に向け応援しましょう。（丸数字は背番号）



[image: マスコット]



[image: 湘南ベルマーレ1]



ホーム最終戦で決勝ゴールを決めた⑨キリノ選手






[image: 湘南ベルマーレ2]



J1昇格を決めサポーターと記念写真






[image: 湘南ベルマーレ10]



ShonanBMWスタジアム平塚では、サポーターが熱い声援を送り続けた　






[image: 湘南ベルマーレ3]



GK㉗阿部伸行選手を中心にゴールを守る






[image: 湘南ベルマーレ4]



中盤から切り込む⑦ハングギョン選手






[image: 湘南ベルマーレ5]



7月は七夕ユニホーム⑥永木亮太選手③遠藤航選手㉒大野和成選手






[image: 湘南ベルマーレ6]



スローインする㉓高山薫選手






[image: 湘南ベルマーレ7]



サイドから攻め上がる⑤古林将太選手






[image: 湘南ベルマーレ8]



試合開始直前の練習を見守る曺貴裁(チョウキジェ)監督の後ろ姿　






[image: 湘南ベルマーレ9]



後半開始直前、円陣を解いてピッチに広がる選手たち　







[image: 湘南ベルマーレ11]



J1昇格の喜びをかみしめる⑧坂本紘司選手（左）と曺監督　






[image: 湘南ベルマーレ12]



平塚出身の⑰馬場賢治選手も活躍　






[image: 湘南ベルマーレ13]



⑮岩上祐三選手（左）と交代する⑭下村東美選手　






[image: 湘南ベルマーレ14]





応募方法





■問：問い合わせ　募：応募方法（応募が必要です）


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、12月10日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 応募方法]





募集






地震に備え防災講演会


　平成25年1月13日（日）午後2時～4時。中央公民館。市内在住・在勤・在学の方650人（先着順）。


募：防災危機管理課　電話：0463-21-9734







ご意見をお待ちしています


　素案は12月7日（金）から公民館や市ウェブなどで閲覧できます。


①総合計画平成25年度版実施計画（素案）　平成23年度版実施計画事業の行政評価結果などを踏まえて、平成25年度からの3年間を見据えた平成25年度版を作成しました。


②ひらつか協働経営プラン2013（素案）　行政改革大綱に掲げる基本施策を進めるため、当面着手すべき項目について、具体的な計画を定めています。


③市国民健康保険特定健康診査・特定保健指導実施計画（第2期）（素案）　特定健康診査の受診率や、特定保健指導の実施率などについて、平成29年度の目標値を設定しています。特定健康診査などの課題や今後の取り組みについて記載しています。


募：郵送・ファクス・メールまたは直接、意見・必要事項を12月7日（金）～平成25年1月7日（月）に、①本庁舎3階の企画課　電話：0463-21-8760　FAX：0120-704589　メール：kikaku@②本庁舎3階の行財政改革推進課　電話：0463-21-9604　FAX：0120-704589　メール：6gyokaku@③本庁舎1階の保険年金課　電話：0463-21-8776　FAX：21-9742　メール：honen@へ。







環境審議会委員


　市内在住の18～75歳の方で、平日昼間の会議に出席できる方4人（選考）。任期は平成25年4月1日から2年間。


募：郵送・ファクス・メールで、公民館などにある応募用紙を1月11日（金）までに、環境政策課　電話：0463-21-9762　FAX：21-9603　メール：kankyo-s-event@へ。応募用紙は市ウェブからも入手できます。







市長と語ろう！ほっとミーティング


　24年度は「あなたの地域のまちづくり」がテーマです。開催地区に在住・在勤・在学の方、各20人（抽選）。


①大原地区　平成25年1月26日（土）午後1時30分～3時30分。大原公民館（大原1-15）。1歳以上の未就学児の保育（4人まで）があります。


②横内地区　30日（水）午後7時～9時。横内公民館（横内2506）。


募：電話・ファクス・メールで、必要事項・希望日（①は保育の有無も）を12月27日（木）までに、市民情報・相談課　電話：0463-21-8764　FAX：0120-704589　メール：jousou@へ。







まちづくりわいわい塾


　まちの景観の講演会です。


　平成25年1月23日（水）午後7時～9時。市民活動センター。80人（先着順）。


募：電話・ファクス・メールで、必要事項をまちづくり政策課　電話：0463-21-8781　FAX：0120-704589　メール：machi-s@へ。







就職面接会で正社員を確保しませんか


　平成25年2月21日（木）午後1時～4時。平塚商工会議所（松風町2-10）。15社（抽選）。


募：電話・ファクス・メールで、参加申込用紙を1月18日（金）までに、産業振興課　電話：0463-21-9758　FAX：21-9759　メール：sangyo-s@に請求・応募してください。







里山活動ボランティア


　間伐などの作業をします。


　夏季を除く毎月1回、土曜日、午前9時30分～正午。土屋の里山。12月は22日（土）に活動します。


募：電話・ファクス・メールで、必要事項・「里山活動ボランティア希望」を環境政策課　電話：0463-21-9762　FAX：21-9603　メール：kankyo-s@へ。







BCPセミナー


　事業に大きな影響を与える災害や事故などに備えるBCP（事業継続計画）の作成事例などを紹介します。


　12月11日（火）午後2時～4時。平塚商工会議所（松風町2-10）。市内の事業経営者・経営幹部40人（抽選）。


募：電話・ファクスで、必要事項を12月7日（金）までに、平塚商工会議所管理課　電話：0463-22-2514　FAX：24-0079へ。








[image: 食品の放射性物質を検査します]





　市民の皆さんから持ち込まれた食品に対して、放射性物質の簡易検査を12月12日（水）から市民活動団体と協働で、無料で始めます。事前予約を受け付けた後、NPO法人ひらつかエネルギーカフェが原則として月曜日・水曜日の午後に検査します。検査結果は検査当日にお知らせするほか、市ウェブでも公表します。


　市内在住の方。スーパーマーケットなどで通常購入できる食品や、家庭で栽培した食品など購入日・採取日と生産地が明確な食品。飲料水は除きます。1回1食品（1キログラム以上）に限ります。


募：電話または直接、12月10日（月）午前9時から、平日午前9時～午後5時に、消費生活センター内の市民情報・相談課消費生活担当　電話：0463-20-5775へ。


[image: 放射性物質の簡易検査]






年末年始のごみ収集




問：環境業務課　電話：0463-21-8796


[image: 地区別ごみ収集日]




[image: 年末年始のごみ収集について]





お知らせ






花育（はないく）ボランティア説明会


　平塚産の花を普及する花育ボランティア「花伝道師」は、イベントなどで、押し花やブーケ作りをしています。


　12月20日（木）午後2時開始。市民活動センター。


問：農水産課　電話：0463-35-8103







伊豆市観光物産展


　市民休養の郷さと伊豆市から特産物などが届きます。毎日先着100人に伊豆市の特産物をプレゼントします。


　12月13日（木）～16日（日）、午前10時～午後6時（16日は午後5時まで）。市民プラザ。13日・14日、午後2時からシイタケ焼きコーナー、15日・16日、午後2時からサザエつぼ焼きコーナーを開きます。


問：文化・交流課　電話：0463-25-2520


[image: 浄蓮の滝]

浄蓮の滝






家庭犬の訓練競技


　愛犬相談などをします。


　12月24日（休）午前8時～午後4時。荒天の場合、中止。四之宮総合グラウンド（相模川河川敷）。


問：ジャパンケネルクラブ神奈川ブロック訓練士協議会　電話：090-3548-2248







譲ります・譲ってください


　不用品の登録やあっせんを随時、電話などで受け付けます。詳細は市のウェブで確認できます。


譲ります　学習机など。


譲ってください　洗濯機・ルームランナー。


問：リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301







湘南ひらつかふれあいマーケット朝市


　地元産の魚・野菜などの販売やダンベル体操をします。出店者からの賞品が当たる抽選会を午前7時45分ごろから開きます。500円以上お買い上げいただいた先着750人に抽選券を配ります。


　12月16日（日）午前7時～8時30分。小雨決行。総合公園南駐車場。


問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。








[image: 第46回衆議院議員総選挙、第22回最高裁判所裁判官国民審査]




12月16日（日）午前7時～午後8時



　12月16日（日）は、衆議院議員総選挙と最高裁判所裁判官国民審査の投票日です。衆議院議員総選挙は、小選挙区と比例代表の2つの選挙、国民審査は信任投票です。忘れずに投票しましょう。


◆投票のお知らせを郵送します


　投票のお知らせ（整理券）は、12月5日（水）～7 日（金）ごろに封書（1世帯1通）で郵送します。投票所をご確認のうえ、投票日には整理券を切り離して投票所へお持ちください。また、整理券が届かなかったり、紛失したりしたときは、選挙管理委員会事務局にご連絡ください。


◆選挙公報は新聞折り込みで


　候補者の政見を掲載した選挙公報は、12月中旬に新聞折り込みでお配りします。市役所や公民館などにも備えます。新聞に折り込まれない方などには郵送することもできますので、希望する方は選挙管理委員会事務局にご連絡ください。選挙公報は神奈川県選挙管理委員会のウェブにも掲載されます。


◆投票所は「投票のお知らせ」で確認を


　投票所は投票のお知らせ（整理券）でご確認ください。なお、11月20日（火）以降に市内で転居した方は、転居前の住所地の投票所での投票となります。


◆期日前投票は3カ所でできます


　選挙当日に仕事やレジャーなどで投票できない方は、期日前投票ができます。下記の期日前投票所へお越しください。


　市役所新館1階第2会議室（江陽中学校北側）


　・投票期間／時間　12月5日（水）～15日（土）、午前8時30分～午後8時


　　※最高裁判所裁判官国民審査は12月9日（日）～15日（土）


　金目公民館図書室・神田公民館会議室


　・投票期間／時間　12月9日（日）～15日（土）、午前9時～午後6時


　問：選挙管理委員会事務局　電話：0463-21-8795






健康と福祉






身体障がい者の補装具などの相談


　社会生活に必要な補装具の作製・修理の相談を受け付けます。必ず本人がお越しください。完成までに3回程度かかる場合もあります。


　12月21日（金）午後1時～3時。南附属庁舎2階E会議室。18歳以上で身体障がい者手帳を持っている方。身体障がい者手帳・印・現在使っている補装具。


募：前日までに、障がい福祉課　電話：0463-21-8774　FAX：35-5770へ。







臨時保育士の登録者募集


　市立保育園で保育の補助をします。


　保育士の登録がある方。原則として2カ月以内、月～金曜日のうち2～3日。午前8時30分～午後5時15分。午前7時～11時。午後3時～7時。


募：こども家庭課　電話：0463-21-9612







はぐくみサポートファイルを12月から配布


　「はぐくみサポートファイル」は、発達に課題がある子どもを持つ保護者が子どもの発達を記録するとともに、支援機関などへのスムーズな情報提供を可能にします。


　A4サイズ。これまでの経過や医療機関、検査などの記録用紙約20ページがあります。


　さまざまな支援機関が保護者の持つ情報を通じて子どもの状況を把握・共有することができます。入園・入学・進学などで環境が変化したときでも、切れ目のない支援につなげることができます。


問：こども発達支援室　電話：0463-32-2738







転倒骨折予防教室


　市内在住の65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方。先着順。応募は年度内3回まで。室内用運動靴・飲み物・タオル。運動できる服装でお越しください。


　①平成25年1月10日～2月21日の木曜日、全7回、午前10時～正午。富士見公民館（中里11-21）。20人②1月11日～2月22日の金曜日、全7回、午後2時～3時30分。豊田公民館（南豊田366-1）。20人③1月11日～2月22日の金曜日、全7回、午前10時～正午。ニチイケアセンター平塚（宝町3-1）。15人④1月11日～2月22日の金曜日、全7回、午後3時～4時30分。キッツウェルネス（代官町1-16）。20人⑤1月16日～2月27日の水曜日、全7回、午前10時～正午。南部福祉会館（袖ケ浜20-1）。15人。


募：①は月～金曜日の午前9時～午後6時に訪問医療しんきゅうマッサージそう　電話：090-5490-9222②は東京体育機器　電話：03-3625-6801③は午前9時～午後6時にニチイケアセンター平塚　電話：0463-25-6251④はキッツウェルネス　電話：0463-24-7997⑤は福祉会館　電話：0463-33-2333へ。







健診で血糖値注意といわれたら


　保健センター。市内在住・在勤の方40人（先着順）。


①講話編　希望者には血管年齢を測ります。平成25年1月17日（木）午後1時30分～3時。


②食生活実践編　歯科衛生士の講話もあります。26日（土）午前10時～午後1時30分。エプロン・三角巾・布巾。400円。


募：①は電話で②ははがきで、教室名・開催日・必要事項・生年月日を〒254-0082東豊田448-1健康課　電話：0463-55-2111へ。







プールで転倒骨折予防教室


　市内在住の65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方。先着順。応募は年度内3回まで。水着・水泳帽・飲み物・タオル。運動できる服装でお越しください。


　①平成25年1月16日～3月13日の水曜日、全9回、午前8時50分～10時20分。神奈中スイミング平塚（宝町10-4）。20人②1月16日～3月20日の水曜日、全9回、午前10時～正午。レオスイミングスクール旭校（根坂間187）。30人③1月24日～3月28日の木曜日、全9回、午前9時～11時。レオスイミングスクール平塚校（平塚5-22-18）。35人。


募：午前10時以降に①は神奈中スイミング平塚　電話：0463-23-5261②はレオスイミングスクール旭校　電話：0463-35-0202③はレオスイミングスクール平塚校　電話：0463-34-3575へ。






うつ予防の講演会


　平成25年1月17日（木）午後1時30分～2時30分。中央公民館。市内在住・在勤の65歳以上の方50人（先着順）。筆記用具。


募：高齢福祉課　電話：0463-21-8778







初心者手話講習会


　耳が聞こえないことへの理解を深めながら、簡単なあいさつや自己紹介を手話でできるようにします。


　平成25年1月17日～3月7日の木曜日、全8回、午後7時～8時30分。福祉会館。市内在住・在勤・在学の18歳以上で、手話を初めて学ぶ方20人（先着順）。筆記用具。


募：電話または直接、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。








[image: すこやかサポート市民病院]




㉑放射線科



　放射線科の仕事は①画像診断②血管造影手技をはじめとする患者に負担の少ない低侵襲治療（IVR）③放射線治療の3部門に分かれます。当院では、常勤放射線科医3人と非常勤放射線科医8人で診療に当たっています。


　画像診断部門では、昨年度の最新型磁気共鳴画像装（MRI）、マンモグラフィーの導入に続いて、本年度は最新・最高級のコンピューター断層撮影装置（CT・次写真）を導入しました。このCTは県内の国公立病院では初めての320列CTであり、従来のCTではできなかった高精度の心臓CT検査ができます。


　これらの高精度の診断機器は委託検査制度を通して広く市民の方が利用できるようにしています。かかりつけの開業医の先生にご相談いただければ、最新の機器による精密な検査を市民病院で受けることができます。


　IVR部門では、血管外科・心臓血管外科と共同で大動脈ステントグラフト治療を行っており、大動脈瘤（りゅう）の破裂例を含めて多くの大動脈瘤の治療をしています。


　放射線治療部門は高まるニーズに対応できるように、本年度、医師を増員しました。


❖市民病院　電話：0463-32-0015


[image: コンピューター断層撮影装置]






スポーツ






総合体育館第2体育室が一時、使用できません


　改修工事のため、総合体育館第2体育室は平成25年2月下旬～3月中旬の予定で使用できなくなります。


問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233







全日本大学サッカー選手権大会


　1回戦12月19日（水）、準々決勝22日（土）。第1試合は午前11時30分、第2試合は午後1時50分開始。Shonan BMWスタジアム平塚。


　チケットは、チケットぴあなどで一般当日1000円・前売り800円・高校生以下無料。


問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233







来年のスポーツ教室


　市民の健康増進とスポーツの推進を図るために、文化スポーツまちづくり振興財団はスポーツ教室を開いています。会場は①が総合公園テニスコート②④～⑮が総合体育館③⑯がひらつかアリーナ。抽選。


①テニススクール　1月9日～3月27日の水・木・金曜日、週1回、全11回。各15人。デー（A・B）1万6000円、ジュニア（J）1万3000円、ナイター（N）1万9000円。J1は小学校1・2年生、J2は小学校3・4年生、J3は小学校5・6年生と中学生。


[image: コース表]


②さわやかエアロビクス　1月5日～3月9日の土曜日、全8回、午前9時30分～11 時。初めての方は65歳まで、100人。3000円。


③バドミントン　1月8日～3月26日の火曜日、全11回、午前9時30分～正午。60人。5000円。


④火曜ストレッチ体操　1月8日～3月26日の火曜日、全10回、午後1時30分～2時45分。40歳以上の方120人。4000円。


⑤水曜ストレッチ体操　1月9日～3月13日の水曜日、全10回、午前11時10分～午後0時25分。40歳以上の方120人。4000円。


⑥ゆっくりエアロビクス　1月9日～3月13日の水曜日、全8回、コース1は午前9時30分～11時、コース2は午後1時30分～3時。初めての方は65歳まで、各100人。3000円。


⑦楽らくヨガ　1月10日～3月14日の木曜日、全10回、午前9時20分～10時50分。75人。3800円。


⑧フィットネス　1月10日～3月14日の火・木曜日、全16回、コース1は午前9時25分～10時55分、コース2は午前11時5分～午後0時35分。初めての方は65歳まで、各250人。4500円。


⑨いきいき若返り体操　1月11日～3月8日の金曜日、全8回、午前9時15分～10時30分。40人。2500円。


⑩エアロビクス　1月11日～3月8日の金曜日、全8回、午前10時45分～正午。初めての方は65歳まで、70人。5000円。


⑪金曜ストレッチ体操　1月11日～3月22日の金曜日、全10回、午後1時30分～2時45分。40歳以上の方120人。4000円。


⑫すっきり・のびのび体操　1月16日～3月6日の水曜日、全8回、午前9時20分～10時50分。50人。2500円。


⑬真向法（まっこうほう）体操　1月19日～3月30日の土曜日、全9回、午前9時20分～10時50分。50人。5000円。


⑭ウイークエンド・ヨガ　1月19日～3月23日の土曜日、全8回、午前11時10分～午後0時40分。90人。3000円。


⑮楽しいフラダンス　1月22日～3月19日の火曜日、全8回、午後1時20分～2時50分。75人。4000円。


⑯卓球　1月23日～3月6日の水曜日、全7回、午前9時30分～正午。初心・初級・中級で計100 人。4700円。


募：はがきで、教室名・必要事項・年齢（①は曜日とコース⑥⑧はコースも）を、12月14日（金）までに、〒254-0074大原1-1文化スポーツまちづくり振興財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団のウェブからも応募できます。








[image: ふれあいスポーツフェスティバル2013]





　さまざまなスポーツを楽しめる「ふれあいスポーツフェスティバル2013」を開きます。


　平成25年1月14日（祝）午前9時25分～午後0時45分。馬入ふれあい公園。荒天中止。先着順。人工芝グラウンドはハイヒールやベビーカーでは入場できません。


　スポーツチャレンジラリーは当日午前9時25分～11時30分受け付けで、ミニサッカーなどを楽しめます。


　①幼児親子サッカー教室　年中・年長児と保護者各25組②小学生親子サッカー教室　小学校1～3年生と保護者50組③2～4歳親子スポーツ教室　2～4歳児と保護者35組④自転車乗り方教室　4歳以上で身長100せんち以上の方25人⑤健康づくり教室　18歳以上で軽い運動ができる方50人⑥ワンちゃん散歩マナー教室　1年以内に狂犬病予防接種と登録、ジステンパーなどのワクチンを済ませた20頭。リード・カラー。


募：メール（1通1組に限る・件名に教室名）で、全員の必要事項・年齢（④は血液型・保護者の氏名⑥は犬の名前・犬種・性別・年齢も）を、12月9日（日）午後1時から、馬入ふれあい公園管理事務所　電話：0463-24-1137　メール：banyuu-soccer-ground@mf.scn-net.ne.jpへ。






市民相談






市民相談室

市：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




◇一般市民

月～金曜日、午前8時30分～正午・午後1時～5時




◇一般法律（予約制）

水・木曜日、午後1時～4時




◇行政

平成25年1月7日（月）午後1時～4時




◇多重債務（予約制）

12月11日（火）・25日（火）、午後1時～4時




◇税務（予約制）

12月7日（金）、平成25年1月11日（金）、午後1時～4時




◇年金・社会保険・労災

12月11日（火）午後1時～4時




◇登記・供託（予約制）

12月14日（金）午後1時～4時




◇住宅（新・改築）

12月18日（火）午後1時～4時




◇不動産

12月21日（金）午後1時～4時




◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／午前9時～正午・午後1時～4時／中国語：第2・4木曜日、　午後1時～4時












健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時












保健福祉総合相談

市：南附属庁舎1階　電話：0463-21-8779




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時












障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時












65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-8778




◇来所（予約制）

12月18日（火）午後9時30分～正午












福祉会館

追分1-43　電話：0463-33-2333




◇法律（予約制）

12月11日（火）、平成25年1月8日（火）、午後1時～4時




◇生活支援

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ボランティア

月～金曜日、午前8時30分～午後5時












ビジネス相談

市：産業振興課　電話：0463-21-9758



◇発明・考案・特許（第2木曜日までに予約）

12月17日（月）午後1時～4時



◇下請取引

12月18日（火）午後1時30分～4時





◇就労支援（予約制・先着5人・一人50分）

12月26日（水）午後1時～5時50分












消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時












女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611



◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時












人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2172




◇来所

12月18日（火）午後1時～4時












こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843




◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇母子相談

月～金曜日、午前9時～午後5時












子育て支援センター

豊田分庁舎　電話・FAX：0463-34-9076




◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時












こども発達支援室くれよん

福祉事業センター　電話：0463-32-2738　FAX：31-1114




◇こどもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時












青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングテレホン相談（青少年専用）　電話：0463-33-7830

電話：0463-33-7830　毎週月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかります。












子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013




◇来所

月～金曜日、午前10時～午後5時




◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時













[image: ヒラツカルチャー]






中央図書館


〒254-0041浅間町12-41


電話：0463-31-0415　FAX：31-9984


休館日 10・17・29日～1月4日




■ブックスタート


　午前10時～11時30分。市内在住の1歳未満のお子さんとその保護者。


　①12月12日（水）南図書館②平成25年1月20日（日）中央図書館③23日（水）西図書館。


募：電話または図書館のウェブで中央図書館へ。


[image: 動画を見る]




■南図書館　冬休みこども人形劇


　12月23日（祝）午前11時と午後1時30分。なぎさふれあいセンター2階集会室。各70人（先着順）。演者は、ほほえみ宅急便。演目は「金太郎　クリスマス・プレゼント」など。整理券はそれぞれ上演の20分前から2階ロビー前で配ります。


■中央図書館映画会


　3階ホール。日曜日午後2時。12月9日〔子ども映画会〕かさこ地ぞう、双子の星（アニメ）。16日〔一般映画会〕白い船（実写）。23日〔子ども映画会〕ＮＨＫこども人形劇　世界編　マッチうりの少女、みにくいあひるの子、けものの城（アニメ）。


■中央図書館12月の特集展示


　12月28日（金）まで。


①読書ネット通信 LINK写真展　図書ボランティアの仲間たち　各中学校区の子ども読書活動推進協議会の図書ボランティアの皆さんの活動を、写真で紹介します。1階ホール西側。


②図書館の本　2階貸出室。












[image: あおぞら号は30歳になりました]



12月28日（金）まで。中央図書館1階ホール西側。


あおぞら号車内でもミニ展示をします。


問：中央図書館　電話：0463-31-0415




　昭和57年4月に運行を開始したあおぞら号。本を載せて走る「動く図書館」です。図書館が遠い地区の小学校や公民館など、15カ所をステーションにして、2週間に1度本をお届けして
います。


　今回の記念展示では、歴代のあおぞら号やステーションの様子などを、写真とともに紹介します。


　東日本大震災で被災した宮城県名取市では、臨時の図書館として、あおぞら号が利用されています。名取市を含め、平塚市と同じ「あおぞら号」の名前で活躍する、全国の移動図書館も紹介します。


[image: 歴代のあおぞら号]












文化スポーツまちづくり振興財団


〒254-0045見附町15-1（市民センター内）


電話：0463-32‒2237（文化事業課）




■女性のための囲碁入門教室


　平成25年1月9日～3月27日の水曜日、全12回、午前10時～正午。市民センターなど。囲碁を全く知らない、日程のうち6割以上参加できる女性。5000円（高校生以下2500円）。20人（先着順）。


募：電話で必要事項と年齢を文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課へ。


■素劇 あゝ東京行進曲


　劇団1980がロープや黒箱、俳優自身の体を舞台装置にしながら演じます。


　平成25年3月3日（日）午後3時開演。中央公民館。全席自由2500円。


　チケットは12月15日（土）午前10時から文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237・山野楽